
古紙配合率７５％再生紙を使用しています
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◎スマートすぎなみ計画 ………１～３面
◎健康保険法等一部改正 ……………６面
◎散歩道H長谷川直子 ………………７面
◎自転車置場の利用登録申請 ………８面
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財
政
を
再
建
す
る
た
め
、
経
常

収
支
比
率
を　

％
に
す
る
と
と

８０

も
に
、
人
件
費
比
率
は　

％
ま

２５

で
引
き
下
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
減
税
補
て
ん
債
（
住

民
税
減
税
に
よ
る
減
収
分
を
埋

め
る
た
め
の
借
金
）
は
、
発
行

し
な
い
財
政
運
営
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
財
政
再
建
へ
の
足

掛
か
り
と
す
る
た
め
、　

年
度

１４

ま
で
の
目
標
と
し
て
、
区
の
貯

金
で
あ
る
基
金
を
六
五
億
円
確

保
し
、
区
の
借
金
で
あ
る
区
債

の
残
高
を
八
七
二
億
円
（　

年
１１

度
末
）
か
ら
、
一
五
〇
億
円
削

減
し
ま
す
。

▼　

年
間
で
職
員
一
〇
〇
〇
人

１０
を
削
減　

　

少
数
精
鋭
に
よ
る
簡
素
で
効

率
的
な
区
政
運
営
を
進
め
る
た

め
、
職
員
定
数
を
一
〇
〇
〇
人

削
減
し
、
区
政
の
ス
リ
ム
化
と

人
件
費
の
圧
縮
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
行
政
の
あ
り
方

や
区
民
・
民
間
と
の
役
割
分
担

を
明
確
に
し
な
が
ら
、
民
間
委

託
・
事
業
の
民
営
化
、
区
民
と

の
協
働
な
ど
を
促
進
し
、
ま
た

新
規
採
用
も
厳
し
く
抑
制
し
て

い
き
ま
す
。

▼
組
織
活
性
化
に
よ
り
信
頼
さ

れ
る
区
政
へ

　

行
政
の
情
報
化
を
計
画
的
に

進
め
、
効
率
的
で
活
力
の
あ
る

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
９
月
に
「
杉

並
区
行
財
政
改
革
懇
談
会
」
か

ら
出
さ
れ
た
提
言
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
財
政
危
機
を
克
服
し
、

　

世
紀
の
新
た
な
区
政
課
題
に

２１的
確
に
対
応
で
き
る
、
強
固
で

弾
力
性
の
あ
る
行
財
政
基
盤
の

確
立
を
め
ざ
し
て
「
ス
マ
ー
ト

す
ぎ
な
み
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

�▼
目
的

　

「
行
財
政
改
革
大
綱
」
は
、

　

〜　

年
度
の
一
〇
年
間
に
わ

１３

２２

た
る
区
の
行
財
政
改
革
の
総
合

指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

大
綱
に
基
づ
き
、
区
政
運
営

全
般
を
経
営
的
視
点
か
ら
見
直

し
、
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
造

改
革
を
行
い
ま
す
。

　

大
綱
の
戦
略
課
題
と
し
て
、

①
財
政
再
建
と
健
全
財
政
の
確

立
②
施
策
の
再
構
築
と
区
民
と

の
協
働
③
区
役
所
の
構
造
改
革

と
ス
リ
ム
化
、
の
三
つ
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

今
後
一
〇
年
間
の
区
政
改
革
の

目
標
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
し

た
。

▼
財
政
健
全
化
に
向
け
て
経
常

収
支
比
率
を　

％
に

８０

　

危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
た
区

�
�
�
�
�
�
�

　

区
で
は
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

後
の
長
期
不
況
と
税
制
改
革
の

影
響
に
よ
り
、
区
税
収
入
な
ど

の
歳
入
が
大
幅
に
落
ち
込
み
、

極
め
て
深
刻
な
財
政
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
財
政
の
健
全
度
を
表

す
「
経
常
収
支
比
率
」（
下
図
）

が　

年
度
に
は　

・
８
％
に
達

１１

９５

す
る
な
ど
、
区
財
政
の
硬
直
化

が
一
段
と
進
み
、
自
由
に
活
用

で
き
る
財
源
の
確
保
や
行
政
需

要
の
多
様
化
に
柔
軟
に
対
応
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
、

財政危機を克服し、スリムで活力のある区政をめざして

は
、
先
に
策
定
し
た
基
本
計

画
・
実
施
計
画
の
財
源
と
し
て

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
改
革
を
確

実
に
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
や
基
本
計
画

２１な
ど
が
掲
げ
る
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
改
革
の
実
現
の
た
め
に

　

「
ス
マ
ー
ト
す
ぎ
な
み
計

画
」の
実
現
に
向
け
て
、区
長
を

本
部
長
と
す
る
行
財
政
改
革
推

進
本
部
の
も
と
に
、
全
庁
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

計
画
の
進
捗
状
況
は
広
報
す

ぎ
な
み
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
公
表
し
、
区
民
の
声
を
改

革
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
　

世
紀
の
杉
並
区
を
だ
れ
も

２１
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
計
画

に
対
す
る
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
　
　

☆

　

実
施
プ
ラ
ン
の
概
要
は
２
・

３
ペ
ー
ジ
を
、
計
画
全
体
の
詳

細
は
、区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
「
デ

ー
タ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
）・
図
書

館
・
区
政
資
料
室
（
区
役
所
西

棟
二
階
）
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

計
画
の
冊
子
は
、
同
資
料
室
で

無
料
配
付
し
て
い
ま
す
。

（
２
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

組
織
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
の
進
展
に
対
応
し
た

「
電
子
区
役
所
」
を
構
築
し
、

行
政
事
務
の
抜
本
的
な
効
率
化

と
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　

人
材
育
成
や
能
力
・
成
績
主

義
を
重
視
し
た
人
事
給
与
制
度

の
充
実
・
改
善
を
行
う
と
と
も

に
、
職
員
の
コ
ス
ト
意
識
や
区

民
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
徹

底
を
図
り
、
区
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
創
造
的
な
区
政
を
実
現
し

ま
す
。

�▼
目
的
と
柱

　

計
画
期
間
は
、　

〜　

年
度

１３

１５

ま
で
と
し
、
当
面
の
緊
急
課
題

で
あ
る
財
政
再
建
を
果
た
す
こ

と
で
、
財
政
健
全
化
の
土
台
を

作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

計
画
内
容
は
五
つ
の
柱
か
ら

な
り
、
合
計
で
一
三
九
の
改
革

項
目
を
計
画
化
し
ま
し
た
。
プ

ラ
ン
に
取
り
上
げ
て
い
な
い
方

策
に
つ
い
て
も
、
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

▼
財
政
効
果
は
一
三
四
億
円

　

プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
改
革
項
目

の
達
成
に
よ
る
財
政
効
果
の
目

標
額
は
、
合
計
で
一
三
四
億
円

で
す
。
こ
の
財
政
効
果
の
一
部

�
�
�
�
�

70

80

90

100

11年�10年�9年�8年�7年�6年�5年�平成4年�

２３区平均�

杉並区�

％�

95.8

90.9

74.7

（注）経常収支比率…財政構造の弾力性を表わす指標。人
件費・扶助費・公債費等の簡単に縮小することが困
難な経費に、区民税等の財源がどの程度使われてい
るかを表し、その比率が低いほど自由に活用できる
財源が多くなり、行政需要に柔軟な対応ができます。
おおむね７０％～８０％が適正水準といわれています。

区は、財政の危機的状況を打開するため、向こう１０年間にわたる行財政改
革の総合指針となる「行財政改革大綱」と１３年度から３カ年にわたる改革
の具体的方策を示した「行財政改革実施プラン」からなる、「スマートす
ぎなみ計画」を策定しました。
今後は、この新たな行革計画に基づき、２１世紀における区政経営の抜本的な
改革に全力で取り組んでいきます。 ��� ――　問い合わせは、企画課へ。

ススススススススススススススススススススススススススススススススママママママママママママママママママママママママママママママママーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎななななななななななななななななななななななななななななななななみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計スマートすぎなみ計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱綱行革大綱・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施ププププププププププププププププププププププププププププププププラララララララララララララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン実施プラン）））））））））））））））））））））））））））））））））を策定しました

Ö区政改革１０カ年の目標Ü

Ö経常収支比率の推移Ü

③区役所活性化の目標

・ＩＴ時代に対応した「電子区役所」
の構築
・経営感覚と目標管理に基づく仕事
の進め方
・顧客志向による区民サービスの向
上

①財政健全化の目標

目標（２２年度）現状財政指標

８０.０％９５.８％経常収支比率

２５.０％２９.２％人件費比率（退職
手当を除く）

　０円１５億円減税補てん債

※前期５カ年では、経常収支比率を８５％までに引
き下げる目標を設定し、財政再建に全力で取
り組みます。

②職員定数削減の目標

合計１８～２２年度１３～１７年度
削減
目標数 １０００人６００人４００人
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プ
ラ
ン
の
目
標
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行財政改革大綱に基づき策定した「実施プラン」は、財政危機克服の道筋をしっかりした行財政改革大綱に基づき策定した「実施プラン」は、財政危機克服の道筋をしっかりした
レールの上に乗せるため、行財政改革の具体的な取組内容を、13～15年度にわたる３カ年レールの上に乗せるため、行財政改革の具体的な取組内容を、13～15年度にわたる３カ年
の実施策としてまとめたものです。の実施策としてまとめたものです。
区政の緊急課題である財政再建を確実に達成し、財政健全化の土台を作ることをめざしま区政の緊急課題である財政再建を確実に達成し、財政健全化の土台を作ることをめざしま
す。このため、実施プランでは、財政効果と職員定数削減の目標を右表のとおりそれぞれす。このため、実施プランでは、財政効果と職員定数削減の目標を右表のとおりそれぞれ
定めました。定めました。
５つの柱別にまとめた計画内容のあらましは、以下のとおりです。５つの柱別にまとめた計画内容のあらましは、以下のとおりです。

■fl 　人材育成と職員の能力開発（８項目）

共通の組織目標に向かって意欲的に仕事に取り組

むシステムを導入します。

◆総合的な人事考課制度の確立：人事考課制度を

確立し、職員の能力・適性・業績をいかした人事

制度を構築します。

（１）　人材育成の推進　　　　　　　　　　　　

◆人材育成計画に基づく人材育成の推進：人材育

成計画を新たに策定し、自治と分権の時代にふさ

わしい職員を育成します。　

◆目標管理システムによる組織管理：職員全員が

（１）　区民との協働と参画　　　　　　　　　　

◆区民との協働と参画の促進：「（仮称）自治基本

条例」を１４年度に制定し、区民との協働や区民参

画の基本的な仕組みを整備します。　

◆地域活動の支援：地域活動支援の充実と区民と

の協働を促進するため、１３年度に地域活動支援セ

ンターを設置するとともに、「（仮称）地域活動支

援条例」を制定します。　

◆図書館ボランティア（ＮＰＯ）の育成・支援：図

書館事業に携わるボランティアに加えてＮＰＯを

新たに育成し、区民との協働などによる図書館運

営をめざします。　

◆地域集会施設等運営協議会の活性化支援

（２）　区民コミュニケーションの改善　　　　　

◆区政モニター・区民意向調査へのインターネッ

ト導入：区政に関する意見・要望の収集や区民意

向調査にインターネットの利用を導入します。　

◆情報公開および情報提供の充実：情報公開制度

や情報公表・提供をより一層充実します。　

◆接遇の改善：職員の接遇の改善に努め、区民に

信頼される区役所をめざします。

　区民・事業者・ＮＰＯ（非営利組織）との対等のパートナーシップを基本とした協働によ
る行政を推進するとともに、区民の区政への多様な参画を促進します。また、情報公開制度
や情報提供を拡充するとともに、インターネットなどを活用しながら区民の皆さんとの双方
向によるコミュニケーションを充実します。

■fi 　区民との協働と開かれた区政（９項目）
財政効果
４３００万円

（１）　施策の選択・再構築　　　　　　　　　　

◆社会教育会館・区民会館：社会教育会館は１３年

度末で廃止して転用などを図り、区民会館は管理

運営の見直しを行います。　

◆福祉と保健の連携：福祉と保健の連携・統合を

進め、保健・福祉分野における生涯を通じたサー

ビス調整のあり方などを見直します。

◆障害者施設の建設・管理運営のあり方：今後の

障害者施設について、民設民営を原則にそのあり

方を見直します。

◆保育サービス提供のあり方：０歳児の保育需要

に応えるため、家庭福祉員制度の充実や新たにグ

ループ保育制度を実施します。保育園については

公設民営化も視野に入れた見直しを行い、１４年度

から具体化を図ります。

◆児童館運営の仕組み：児童館運営への地域住民・

ＮＰＯの参加の仕組みを検討し、１５年度から実施

します。　

◆菅平学園の廃止：移動教室への対応などを検討

したうえで、１４年度末で廃止します。　

◆区立幼稚園：少子化の動向や私立幼稚園が果た

してきた役割を踏まえ、区立幼稚園の今後のあり

方について、廃止を視野に入れて見直します。

◆南伊豆健康学園：虚弱児童の教育施設としては

廃止の方向としたうえで、廃止後の教育施設とし

ての活用について検討し、１５年度に改めて方針を

決定します。　

◆科学教育センター：生涯学習施設として位置づ

け、今後の運営のあり方について見直します。　

（２）　民間委託・事業の民営化の推進　　　　

◆宿泊施設等の運営：湯河原すぎなみ荘、すぎな

み自然村、富士学園および弓ケ浜学園について、

１４年度から民営化方式により一定期間運営を民間

に任せ、運営経費の削減を図ります。　

◆高齢者活動支援センターの運営：高齢者の自主

的活動を活性化する視点から、ＮＰＯなどへの委

託化も含めて１４年度から運営を見直します。　

◆有料制自転車駐車場の管理運営：民間へ完全に

管理委託するとともに、利用料金制度の導入を図

ります。　

◆学校給食調理業務の効率的運営：学校給食の調

理業務について、１３年度から民間への委託を進め

ます。

（３）　補助金・分担金等の見直し　　　　　　　

◆補助金・分担金等の見直し：行政効果や経費負

担のあり方などの観点から、１４年度にゼロベース

からの定期的な見直しを行います。　

◆私立幼稚園保護者負担軽減補助金：所得制限を

導入するなど、１３年度から補助金の削減方策を実

施します。

（４）　事務事業の見直し　　　　　　　　　　　

◆わたしの便利帳：発行間隔を２年から３年に変

更します。　

◆地域区民センター等受付方法：地域区民センタ

ーおよび区民集会所の使用申込制度を見直すとと

もに、手続きのシステム化を図ります。　

◆敬老事業：学校や児童館などと連携を図りなが

ら、地域の交流事業として見直します。　

◆休日急病診療事業：１３年度から委託単価を見直

します。　

◆区民健康診査：高年者健診と成人健診を１４年度

から整理統合します。　

◆がん検診：受診者への一部自己負担の導入と委

託単価などの見直しを１３年度から行います。　

◆小児生活習慣病予防検診：１３年度から検診方法

を見直します。　

◆社会教育センターの運営：社会教育センター審

議会組織のあり方について見直します。

（５）　区民サービスの向上　　　　　　　　　　

◆証明書自動交付機の設置：１３年４月から自動交

付機を区立施設１４カ所に設置し、夜間・土日・祝

日にも住民票と印鑑証明書を発行します（税証明

書は１３年１０月以降に発行予定）。

◆荻窪サービスコーナーの機能拡充：１３年４月か

ら取扱業務を大幅に拡大します。　

◆区税等の納付方法の改善：１４年度から納付方法

の多様化や納付場所の拡大を図ります。

◆電子区役所の構築：各種申請・届出手続きや区

立公共施設の空き情報確認・予約などを、インタ

ーネットで行えるようにする「電子区役所」の構

築をめざします。　

◆図書館の情報化推進：インターネットを利用し

た図書館の書誌データの検索サービスやリクエス

トサービスなどを、１３年度から段階的に実施しま

す。　

（６）　行政評価制度の確立　　　　　　　　　　

◆事務事業評価の充実と政策評価の導入：事務事

業評価を充実させ、評価結果を事業の選択・重点

化に活用します。また、政策評価の導入を図ると

ともに、区民参加により外部評価の仕組みを検討

します。　

◆広報やインターネットによる事務事業評価結果

の公表

　成果とコストを重視する行政経営の視点から、行政評価制度を活用しながら、施策の優先
順位や選択肢を明確にするとともに、事務事業の見直しを進めます。また、行政のあり方や
区民・民間との役割分担を見直し、民間委託・事業の民営化、区民との協働を進めます。さ
らに、ＩＴ（情報技術）の進展に対応した「電子区役所」の構築をめざして、行政の情報化と
区民サービスの向上に努めます。

■› 　施策の見直し（６５項目）
財政効果

４３億７７００万円

（２）　職員の能力開発　　　　　　　　　　　　

◆職員研修の見直し：職員研修の再構築を図り、

政策形成能力や鋭敏な経営感覚などを身につけた

職員の育成をめざします。

◆職員提案制度の充実

◆文書管理のシステム化

◆例規集のデータ化：例規集をデータ化し効率的

に仕事を進めるとともに、区ホームページにより

例規集を区民に公開します。

　職員の能力を最大限に発揮するため、能力・成績主義と少数精鋭主義に基づく人事・給与
制度を導入します。また、地方分権とＩＴ化の時代にふさわしい資質と能力を持つ職員を育
成します。
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施　設　名休業日

区民集会所
セシオン杉並
社会教育会館
児童館
図書館
郷土博物館
敬老会館
盲人会館
公会堂
運動場
温水プール※
体育館

地域区民センター※
区民会館
児童青少年センター
男女平等推進センター
高齢者活動支援センター
障害者福祉会館
和田障害者交流館
児童交通公園
大田黒公園
上井草スポーツセンター
科学教育センター
勤労福祉会館※

１２月２８日
 � ～１月４日

産業商工会館１２月２８日
 � ～１月３日

小・中学校の開放施設（校庭・体育館・
特別教室など）、自転車集積所

１２月２９日
 � ～１月３日

※１．永福和泉地域区民センター、西荻地域区民センター、
勤労福祉会館は、１２月２７日は休館日です。２．勤労福祉会
館の１２月２８日と１月４日は電話のみとなります。３．上井
草スポーツセンター温水プールは、換水清掃などのため１
月８日からとなります。
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行財政改革実施プラン行財政改革実施プラン の概要（平成13～
15年度）

年末年始の区の窓口

（１）　未収入金の解消　　　　　　　　　　　　

◆収納率の向上：区民税および国民健康保険料の

収納率の向上に努めます。

◆各種福祉施設利用者負担金、各種貸付金および

住宅使用料の収入未済の解消：保育園保育料、各

種福祉施設利用者負担金（老人福祉費負担金・心

身障害者福祉費負担金）、生業資金等貸付金および

住宅使用料の未収入金を解消します。

（２）　受益者負担の適正化　　　　　　　　　　

◆使用料・手数料の見直し：使用料の不均衡の是

正や手数料の継続的な見直しを行います。　

◆保育園保育料の見直し：保育サービスに伴う負

担の適正化という観点から、１６年度からの改定に

向けて検討を行います。　

◆道路占用料の見直し：１３年度に道路占用料の適

正な見直しを行います。　

◆自転車関係使用料等の見直し：１３年度に有料制

自転車駐車場の使用料金体系を見直すとともに、

放置自転車の撤去手数料を改定します。

（３）　区有財産の有効活用　　　　　　　　　　

◆区有地の有効活用：遊休地などについては売却

に努めるとともに、施策の見直しにより生ずる用

地は転用・貸出・売却などの有効活用を図ります。

また、当面本格利用する予定のない用地のうち、

可能なものは、有料制自動車駐車場として引き続

き活用します。

◆区営住宅敷地の有効活用：区営住宅敷地に有料

制自動車駐車場を１４年度から段階的に設置します。

（４）　財政運営の改善　　　　　　　　　　　　

◆バランスシート等の作成：バランスシート（貸

借対照表）などの財務諸表を作成し、コスト分析

や長期的経営分析などを行政経営に活用します。

◆財政情報の提供：「（仮称）財政白書」を毎年発

行して、区の財政状況を分かりやすく公表します。

（５）　自主財源の確保　　　　　　　　　　　　

◆新税の創設：地方分権に伴う課税自主権の強化

を踏まえ、法定外区税の導入を図ります。　

◆事務所・事業所等の均等割課税捕 捉 の強化：区
そく

内に住所を有しない個人であって、区内に事務所・

事業所等を有する住民税均等割の納税義務者に係

る課税捕捉の強化を図ります。

　独自財源を確保し、歳入の増加に努めます。各種サービスに伴う利用者負担の適正化や、
未収入金の解消に努めます。未利用地等の区有財産については、売却も含め有効活用を図り
ます。さらに、経営的視点に立った財政運営の改善に取り組むとともに、区民の皆さんへの
分かりやすい財政情報の提供に努めます。

■‹ 　歳入の確保（２０項目）
財政効果

４７億２６００万円

（１）　組織・機構等の見直し　　　　　　　　　

◆組織の改編：簡素・効率性、迅速な意思決定お

よび区民サービスの向上などの視点から組織を大

幅に見直し、１３年４月から実施します。

◆出張所・サービスコーナーの統廃合：組織運営

の効率化と新たな地域活動への支援の充実を図る

ため、現行の１７出張所を１３年３月末で廃止し、新

しく７区民事務所・２分室を１３年４月から開設し

ます。サービスコーナーは、荻窪サービスコーナ

ーを除き廃止します。　

◆知的障害者更生施設の統合：すぎのき生活園と

けやき生活園を１４年度に統合し、運営の効率化に

努めます。　

◆区の意思決定システム等の見直し

（２）　職員定数の削減と適正管理　　　　　　　

◆職員定数の削減：民間委託、非常勤職員の活用お

よび事業の見直しなどにより、職員定数を計画的

に削減するとともに新規採用の抑制に努めます。

◆保育園の児童定員：保育需要の多様化などに対

応するため、児童定員の見直しを行うとともに、

職員定数の適正化を図ります。

（３）　職員関係費の削減　　　　　　　　　　　

◆職員人件費の抑制：職員の超過勤務手当や特殊

勤務手当などの抑制に努めます。　

◆職員保養施設の廃止：大貫寮および青梅寮を１２

年度で廃止します。　

◆教職員住宅のあり方の見直し：四宮教職員住宅

は廃止を含めて見直します。

（４）　管理的経費の削減　　　　　　　　　　　

◆ＰＦＩ手法の活用：公共施設建設・運営へのＰＦ

Ｉの活用を検討し、導入を図ります。　

◆施設管理委託方法の見直し：区立施設の管理委

託のあり方などを見直し、維持管理コストの縮減

に努めます。

（５）　施設の有効活用と適正配置　　　　　　　

◆余裕教室・児童館の有効活用：学校の余裕教室

や午前中の児童館の有効活用を進めます。　

◆区営住宅集会所の地域開放：区営住宅の集会所

について、１３年度から地域への積極的な開放を進

めます。　

◆学校規模の適正化・適正配置：少子化へ適切に

対応するとともに、学校経営における効果的な予

算配分や校舎改築計画の合理的な推進などを図る

ため、学校の適正規模と適正配置について検討し、

１５年度に方針を策定します。

（６）　公社等の統廃合と経営改善　　　　　　　

◆公社等の経営改善：公社等の経営の自主性・自

立性を高めるため、区からの補助金などの財政支

援のあり方を見直すとともに、区派遣職員の抑制

に努めます。　

◆さんあい公社：社会福祉協議会への１５年度の統

合に向けて、団体間での協議と準備を進めます。

◆スポーツ振興財団：管理運営を委託している体

育施設へ利用料金制度（地方自治法第２４４条の２第

４項）を導入するとともに、体育協会事務局を財

団に移行します。　

◆地域区民センター等運営管理の見直し：地域集

会施設等運営協議会への地域区民センターおよび

区民集会所の管理運営委託を見直します。

　職員定数の削減、組織のスリム化、柔軟な人材配置、内部管理経費の削減および施設の有
効活用と適正配置などを図り、簡素で効率的な組織・執行体制を確立します。区が設立した
公社などにおいても、設立趣旨や区との役割分担を見直しながら、経営改善を進めます。

■¤ 　内部努力の徹底（３７項目）
財政効果

４３億３９００万円

＝杉並らしい政策手法を発揮し、�

＝職員全員が果敢にトライする�

＝区政のマネジメント（経営）の�
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●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

A行事名
B住所
C氏名（フリガナ）
D年齢
E性別
F電話番号

（１人１枚）

〈私たちの川、善福寺～いのちを育む川づくり～〉

会場講師テーマ日時

社会教育
センター（梅
里１‐２２‐３２）

都環境学習
リーダー
石毛桃　ほか

川とわたしたち
１月２０日º
午後１時３０分
 ～４時３０分

井荻小学校
（善福寺１‐１０
‐１９）　ほか

õ善福寺
 風致協会

善福寺川今昔物語
～源流をたずねて～

　　２７日º
午前１０時
～午後４時３０分

社会教育
 センター

多摩美術大学
教授
渡部一二　ほか

川と人とのかかわり
２月３日º
午後１時３０分
 ～４時３０分

郷土博物館
（大宮１‐２０‐
８）　ほか

杉並の環境を
よくする会
漆原敏之　ほか

善福寺リバーサイド
ウォーク　～神田川
との合流点から～

　　１７日º
午前１０時
 ～午後４時３０分

善福寺川緑
地公園　ほか

全国環境保護
連盟代表
岩田薫　ほか

川の生きものとすみ
か
～ビオトープとは～

　　２４日º
午前１０時
 ～午後４時３０分

社会教育
 センター

とうきゅう
環境浄化財団
芳村重徳　ほか

川づくりはまちづく
り

３月３日º
午後１時３０分
 ～４時

都環境学習
リーダー
木村幸一郎　ほか

善福寺川未来日記
～川の設計図をつく
ろう～

　　１０日º　
午後１時３０分
 ～５時

● ● ● 保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド保養施設ガイド ● ● ●
休館日申込方法料金施設

３月
１３～１５日

３月の利用申し込み
　専用ハガキで１月１日～１５日
（必着）までに郵送または区役所
内窓口へ持参。１月１９日に抽選。
空室受付（２月分）
　１月４日から利用日の前日ま
で、電話または区役所内窓口で受
け付けます（ただし、前日および
前々日は、施設の都合でご利用に
なれない場合があります）。
すぎなみ自然村の団体（２０～６０
名）利用申し込み
　１３年７月の申し込みは、１月４
日から区役所内窓口で手続きを
してください。

１泊２食
大人５６００円
子ども３３００円

すぎなみ荘
（〒２５９‐０３１４神奈川県足柄
下郡湯河原町宮上字入谷２７９）
@０４６５‐６２‐４８０５

同　上本館

すぎなみ自然村
（〒３７７‐０８０１
群馬県吾妻郡
吾妻町大字原町
字岩櫃山４３９９）
@０２７９‐６８‐５３３８

基本料金
（１棟１泊）
１８００円～
１泊食事なし
大人３６００円
子ども１８００円

ログハウス

冬期閉鎖中キャンプ場

なし
２月の利用申し込み
　学校使用日以外は、１月１０日か
ら使用日の前日まで、電話または
区役所内窓口で受け付けます。な
お、１月１０日は電話のみの受け付
け（受付順）となります。
菅平学園の冬期一般利用
　１月～３月は学校の移動教室
の期間ですが、学校が使用しない
宿泊室は、一般利用ができます。
２月３～５日（各５室）、９～１４日
（各５室）、１８～２３日（各５室）

１泊２食
大人５０００円
子ども３３００円

菅平学園
（〒３８６‐２２０１長野県小県郡
真田町大字長字十ノ原１２７８）
@０２６８‐７４‐２２４０

校
外
施
設

２月
２７・２８日

富士学園
（〒４０１‐０５１１山梨県南都留郡
忍野村忍草２９９７）
@０５５５‐８４‐７０３１

なし
１泊２食
大人４４００円
子ども２７００円

弓ケ浜学園
（〒４２５‐０１５２静岡県賀茂郡
南伊豆町湊字新田谷戸７８１）
@０５５８‐６２‐３１８７

２月
６～８日

教職員研修所「秋川荘」
（〒１９０‐０１６４
東京都あきる野市五日市１００３）
@０４２‐５９６‐０６９３
※「専用ハガキ」は、区役所、出張所、地域区民センター、区民集会所、サービスコーナー、高
齢者活動支援センターにあります。問い合わせおよび郵送先＝近畿日本ツーリスト杉並区役
所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐１）@３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土
曜・日曜・祝日、１２月２９日～１月３日は除く）。

行 事�
　

善
福
寺
川
の
未
来
像
に
つ
い

て
、
河
川
管
理
、
自
然
環
境
、

住
民
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
（
区
共
催
）

　

【
日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師
・

会
場
】
左
表
の
と
お
り
【
対

象
】
で
き
る
だ
け
全
日
程
参
加

可
能
な
方
【
定
員
】
二
〇
名

【
参
加
費
】
無
料
（
交
通
費
・

保
険
料
実
費
負
担
あ
り
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
１

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
東
京

１０
都
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
（
〒　
１０１

‐
０
０
２
１
千
代
田
区
外
神
田

１
―
１
―
６
）
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

私
た
ち
の
川
、
善
福
寺

 

〜
い
の
ち
を 
育 
む
川
づ
く
り
〜

は
ぐ
く

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン
タ

ー
@
５
２
９
６
‐
２
４
２
１
ま

た
は
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
@

３
３
１
７
‐
６
６
２
１
へ
。

�
　

【
日
時
】
１
月　

日
∑
午
前

１５

　

時
〜　

時　

分
【
集
合
場

１０

１１

３０

所
】
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

（
上
井
草
３
―
８
―　

）
【
コ

１９

ー
ス
】
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

↓
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

↓
井
草
森
公
園
【
参
加
費
】
無

料
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
@
３

３
９
４
‐
１
２
１
２
へ
。

※
運
動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

�
　

【
日
時
】
１
月
５
日
ª
午
前

楽
し
く
歩
き
ま
専せ
ん

   
 
科 か

�
高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

新
春
舞
台
開
き

 
高
齢
者
の
た
め
の
映
画
会

e

催
し

２
）
【
講
師
】
年
金
基
金
研
究

会
【
内
容
】
�
厚
生
年
金
・
雇

用
保
険
の
仕
組
み
�
健
康
保

険
・
介
護
保
険
の
仕
組
み
�
体

験
談
「
私
の
退
職
前
後
」
�
退

職
後
の
生
活
設
計
【
対
象
】
区

内
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者
（
お

お
む
ね　

歳
以
上
）
と
家
族

５０

【
定
員
】
六
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
、

職
業
・
職
場
の
電
話
番
号
も
書

い
て
、
１
月
６
日
（
必
着
）
ま

で
に
ú
杉
並
区
勤
労
者
福
祉
協

会
（
〒　

‐
０
０
３
４
桃
井
４

１６７

―
３
―
２
）
へ
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
会
@

３
３
９
７
‐
２
５
２
１
（
水
・

日
曜
、
祝
日
は
除
く
）
へ
。

�
　

【
日
時
】
１
月　

日
º
午
後

１３

２
時
開
演
（
１
時　

分
開
場
・

３０

区
後
援
）【
会
場
】
杉
並
公
会

堂
（
上
荻
１
―　

―　

）【
講

２３

１５

師
】
杉
原
幸
子
さ
ん
【
入
場

料
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
展
」
杉

並
展
実
行
委
員
会
@
３
３
９
３

‐
５
７
６
１
へ
（
杉
並
文
化
会

館
内
・
午
前　

時
〜
午
後
５

１０

時
）
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
。

�
　

【
日
時
】
１
月　

日
∏
午
後

１６

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
講

３０

３０

師
】
同
愛
記
念
病
院
小
児
科

医
・
山
口
公
一
さ
ん
ほ
か
【
内

容
】
�
赤
ち
ゃ
ん
の
ア
ト
ピ
ー

六
千
人
を
救
っ
た
命
の
ビ
ザ

日
本
の
シ
ン
ド
ラ
ー
・

 

杉
原
千
畝

�
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
育
児
講
習
会

赤
ち
ゃ
ん
の 
湿
疹 
と

し
っ
し
ん

 
快
適
な
住
ま
い
の
工
夫

e

性
皮
膚
炎
を
心
配
し
て
い
る
方

へ
�
身
体
に
や
さ
し
い
室
内
環

境
【
対
象
】
乳
幼
児
の
保
護
者

【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

※
当
日
の
計
測
は
、
あ
り
ま

ん
。

�
　

【
日
時
】
１
月　

日
∫
午
前

１８

　

時
〜
正
午
【
内
容
】
調
理
実

１０習
、
試
食
【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
の
方
【
定
員
】
三
〇

名
【
参
加
費
】
無
料
【
持
ち

物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん

�
　

【
日
時
】
１
月　

日
∑
午
前

１５

９
時　

分
〜
正
午
【
内
容
】
指

３０

示
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
合
わ
せ
た
献

立
の
た
て
方
【
対
象
】
糖
尿
病

が
気
に
な
る
方
、
そ
の
家
族
、

肥
満
傾
向
の
方
【
定
員
】
三
〇

名
【
参
加
費
】
無
料

☆

　

会
場
は
、
い
ず
れ
も
荻
窪
保

健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―　

―
２０

１
）
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ
ー

@
３
３
９
１
‐
０
０
１
５
へ
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

�
　

【
日
時
】
１
月　

日
∑
・　

１５

２９

日
∑
い
ず
れ
も
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時　

分
【
会
場
】
リ
サ
イ

３０

ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
高
井
戸

東
３
―
７
―
４
）
【
定
員
】
各

一
〇
名
（
先
着
順
）
【
参
加

費
】
六
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
同
ひ
ろ
ば
@
３
３

３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

◇
栄
養
・
健
康
講
座

気
軽
に
作
ろ
う

 

男
性
ク
ッ
キ
ン
グ

◇
糖
尿
病
講
習
会

リ
フ
ォ
ー
ム
相
談

 

着
物
か
ら
作
る
洋
服

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
高
齢
者

１０活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸

東
３
―
７
―
５
）【
内
容
】

「
ニ
ッ
ポ
ン
無
責
任
時
代
」

（
出
演
＝
植
木
等
、
ハ
ナ
肇
＆

ク
レ
ー
ジ
ー
・
キ
ャ
ッ
ツ
ほ

か
）【
対
象
】
区
内
在
住
の　
６０

歳
以
上
の
方
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
３
１
‐
９
２
１
１

へ
。

�
　

【
日
時
】
１
月　

日
º
午
後

１３

１
時　

分
開
演
（
１
時　

分
開

５０

３０

場
・
区
共
催
）
【
会
場
】
セ
シ

オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

）
【
内
容
】
杉
並
・
中
野
区

３２の
私
立
中
・
高
校
生
に
よ
る
合

唱
・
管
楽
器
な
ど
の
演
奏
【
定

員
】
五
六
八
名
（
先
着
順
）

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
東
京
都
私

立
中
学
校
高
等
学
校
協
会
・
宮

沢
@
３
３
８
９
‐
７
２
１
１

（
大
妻
中
野
中
学
高
等
学
校
）

へ
。

�
　

【
日
時
】
１
月　

日
º
午
前

２０

　

時
〜
午
後
５
時
【
会
場
】
勤

１０労
福
祉
会
館
（
桃
井
４
―
３
―

杉
並
・
中
野
区
民
に
よ
る

 

青
少
年
の
音
楽
の
集
い

ジ
ョ
イ
フ
ル
杉
並

 

退
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

講
座
・

　

講
演

学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校 通通通通通通通通通通通 信信信信信信信信信信信

　１２月８日、高井戸小学校の５

年生２０名が障害者福祉会館で

手話サークル「杉の会」の方

たちに、手話についての発表

を行いました。

　担任の先生が杉の会のメン

バーということもあり、５年生

は１０月頃から手話を学んでい

ます。今回の発表会では、手

話の歴史や聴導犬についての

発表や手話劇を行いました。

　最後はみんなで「サザエさ

ん」の歌を手話コーラスで歌

い、楽しいひとときを過ごし

ました。

　発表した子どもは、「手話を

通してたくさんの知り合いが

できました。もっと勉強して

上手になりたいです」と話し

ていました。

手
話
で
交
流

高
井
戸
小
学
校



〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日

●５ 広報� NO.1538　 平成１２（２０００）年１２月２１日（木曜日）

年末年始年末年始（（�～～�））・・休日などに休日などに
急病のときは…急病のときは…　　　　　　　　

／１２２９ ／１　３ 掲示板

〈清掃事業従事職員採用選考〉

自動車運転技能�職 種

清掃車などの運転ごみ収集作業など職務内容

若干名５名程度募集人数

A昭和４１年４月２日～昭和５８年４月１日生まれで学歴が高等
学校卒業以下の方B身体強健で、杉並区の区域内に通勤
可能な方C自動車運転は、普通自動車運転免許以上を有
する方（ＡＴ車限定条件付は不可）

受験資格

区内清掃事務所・清掃事業所勤務場所

１月２８日∂選 考 日

〈杉並区職員採用選考〉
看護婦歯科衛生職 種
若干名１名募集人数

国籍を問わず、昭和
３６年４月２日以降に生
まれ、看護婦の免許
を有する方、または
取得見込みの方

国籍を問わず、昭和３６年４月２日以
降に生まれ、歯科衛生士の免許を
有する方、または取得見込みの方
（修業年限２年の歯科衛生士養成
施設を卒業した方に限ります）

受験資格

区立保育園など保健センターなど勤務場所
２月２日ª２月１日∫選 考 日

◆２月の無料がん検診◆
申し込み方法対象実施日時会場・定員

希望日の２週間前の火曜日
（必着）までにハガキで杉並区
医師会胃がん検診担当（〒
１６６-０００４阿佐谷南３‐４８‐８@
３３９２‐４１１４)へ。問 い合わせ
は、健康推進課@３３９１‐１０１５へ

３５歳以上
の区民

２月の毎週木・
金・土曜日
午前９時～
 ���� 午前中

保健医療センター
(荻窪５‐２０‐１）
定員＝５０名

胃
が
ん
検
診

１月１５日（必着）までにハガキ
で杉並保健所健康推進課都が
ん担当（〒１６７-００５１荻窪５-
２０-１@３３９１-１０１５)へ。問い合
わせは、健康推進課@３３９１‐
１０１５へ

３０歳以上
の区民

２月１日∫
午前１０時～１１時

東京都
がん検診センター
(千代田区神田駿河台
２‐５）
定員＝３０～３５名

子
宮
が
ん
検
診

　　８日∫
午前１０時～１１時
　　１９日∑
午前９時～１０時
　　２８日π
午前１０時～１１時

注１．次の①～④に該当する方は、胃がん検診のお申し込みはご遠慮ください。①
胃の手術を受けたことのある方②現在、胃および十二指腸の疾病治療中または経過
観察中の方③妊娠中の方（または妊娠の可能性のある方）④おおむね１年以内に区
実施の胃がん検診を受けた方２．ハガキ（１人１検診につき１枚）には２月の胃または
子宮がん検診と明記し、住所・氏名（フリガナ）・生年月日・年齢（平成１３年３月
３１日現在）・性別・電話番号・受診希望日を書いてください。申し込み多数の場合
は、抽選。※保健センターで行っていた検診車による胃がん検診は、東京都がん健
診センターが検診車を廃止したことに伴い、実施できなくなりました。保健医療セ
ンターでの胃がん検診をご利用ください。

��
　
【
募
集
人
数
等
】下
表
の
と
お

り【
採
用
】　

年
４
月
１
日

１３

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

書
兼
履
歴
書
（
人
事
係
に
あ
り

ま
す
）
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
郵
送
＝
１
月　

日
（
消
印

１９

有
効
）
／
持
参
＝
１
月　

日
ま

２２

で
に
人
事
係
（
区
役
所
東
棟
五

階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

�
杉
並
区
職
員

 

歯
科
衛
生
・
看
護
婦

e

�
　

【
職
種
】
技
能
�
・
自
動
車

運
転
【
募
集
人
数
等
】
右
下
表

の
と
お
り
【
採
用
】　

年
４
月

１３

１
日

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

清
掃
事
業
従
事
職
員

書
（
人
事
係
、
清
掃
職
員
係
、

区
内
清
掃
事
務
所
・
清
掃
事
業

所
で
１
月
４
日
か
ら
配
布
）
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
１
月
４

日
〜　

日
ま
で
に
人
事
係
（
区

１５

役
所
東
棟
五
階
）
へ
本
人
が
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

問
い
合
わ
せ
も
、
人
事
係

へ
。

�
　

【
勤
務
場
所
】
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
松
ノ
木
ふ

れ
あ
い
の
家
（
松
ノ
木
２
―　
１４

―
３
）
【
職
種
】
調
理
員
【
業

務
内
容
】
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
昼
食
お
よ
び
配
食
弁
当
の

調
理
【
勤
務
時
間
等
】
土
曜
日

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

４５

【
時
給
】
八
五
〇
円
【
募
集
人

数
】
若
干
名

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
ふ
れ
あ
い
の
家
@
３
３

１
８
‐
２
６
６
０
へ
。

�
　

【
勤
務
場
所
】
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
宮
ふ
れ

あ
い
の
家
（
堀
ノ
内
１
―　

―
１６

松
ノ
木
ふ
れ
あ
い
の
家

 

非
常
勤
職
員

大
宮
ふ
れ
あ
い
の
家

 

非
常
勤
職
員

　
 
）
【
職
種
】
介
護
職
【
業

３８務
内
容
】
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
介
護
な
ど
【
資
格
条
件
】

ヘ
ル
パ
ー
二
級
以
上
ま
た
は
、

同
等
と
認
め
ら
れ
る
方
【
勤
務

時
間
等
】
週
一
日
か
ら
二
日
、

一
日
八
時
間
（
相
談
可
）
【
時

給
】
一
〇
〇
〇
円
【
募
集
人

数
】
若
干
名

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
ふ
れ
あ
い
の
家
@
５
３

７
７
‐
７
０
２
５
へ
。

�
　

【
勤
務
期
間
】
１
月
中
旬
か

ら
六
カ
月
程
度
（
社
会
保
険
･

厚
生
年
金
加
入
）
【
勤
務
日
】

月
〜
金
曜
日
（
月
二
〇
日
）

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
【
勤
務
場

１５

所
】
久
我
山
保
育
園
（
久
我
山

５
―
８
―
８
）
【
資
格
】
看
護

婦
（
士
）
の
有
資
格
者
【
日

給
】
一
万
九
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
写
真
を
は
っ

た
履
歴
書
に
看
護
婦
（
士
）
の

資
格
証
明
書
の
写
し
を
添
え

て
、
郵
送
ま
た
は
持
参
で
保
育

課
保
育
第
一
係
（
区
役
所
東
棟

三
階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

�
　

す
ぎ
の
き
生
活
園
・
け
や
き

生
活
園
で
は
、
杉
実
祭
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
º
午
前

１０

９
時
〜
午
後
５
時
【
内
容
】
利

用
者
の
介
助
ま
た
は
模
擬
店
の

手
伝
い

　

申
し
込
み
は
、
１
月　

日
ま

１２

で
に
、
す
ぎ
の
き
生
活
園
@
３

３
９
９
‐
８
９
５
３
ま
た
は
け

や
き
生
活
園
@
３
３
０
１
‐
４

区
立
保
育
園

 
看
護
婦（
士
）ア
ル
バ
イ
ト

杉
実
祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
６
０
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
す
ぎ
の
き

ま
た
は
け
や
き
生
活
園
へ
。

�
　

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
父
母
な
ど

が
共
働
き
し
て
い
る
な
ど
の
事

情
に
よ
り
、
昼
間
留
守
に
な
る

家
庭
の
児
童
を
対
象
に
し
た
下

校
後
の
保
育
の
場
で
す
。

　

日
常
活
動
を
通
じ
て
基
本
的

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
ま
た

集
団
生
活
の
中
で
児
童
の
自
主

性
・
協
調
性
を
促
す
よ
う
、
援

助
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

【
入
会
期
間
】　

年
４
月
〜

１３

　

年
３
月
【
対
象
】
区
内
在

１４住
・
在
学
の
小
学
一
〜
四
年
生

【
運
営
時
間
】
下
校
時
〜
午
後

６
時
（
土
曜
日
＝
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）
【
利
用
料
】
月
額

二
〇
〇
〇
円
（
お
や
つ
代
一
八

〇
〇
円
は
別
途
自
己
負
担
）
。

な
お
、
利
用
料
・
お
や
つ
代
と

も
に
減
額
・
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

用
紙
（
各
児
童
館
・
学
童
ク
ラ

ブ
に
あ
り
ま
す
）
で
、
１
月
５

日
〜　

日
ま
で
に
各
児
童
館
・

２４

学
童
ク
ラ
ブ
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
児
童
青
少

年
セ
ン
タ
ー
@
３
３
９
３
‐
４

７
６
０
へ
。

�
　

次
の
地
域
で
自
己
居
住
用
住

宅
を
耐
火
建
築
物
な
ど
に
建
て

替
え
る
場
合
、
空
室
が
あ
れ
ば

工
事
期
間
中
の
一
時
移
転
先
と

し
て
不
燃
化
促
進
住
宅
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

【
対
象
地
域
】
蚕
糸
試
験
場

跡
地
周
辺
地
区
、
気
象
研
究
所

跡
地
周
辺
地
区
、
環
状
七
号

線
・
環
状
八
号
線
不
燃
化
促
進

区
域
、
天
沼
三
丁
目
地
区
、
防

火
地
域
、
杉
並
区
防
災
都
市
づ

学
童
ク
ラ
ブ
入
会
児
童

不
燃
化
促
進
住
宅
入
居
者

計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査

の
目
的
は
、
製
造
活
動
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
自

治
体
に
お
け
る
産
業
振
興
施
策

の
基
礎
資
料
、
学
術
研
究
、
企

業
経
営
な
ど
幅
広
い
分
野
で
利

用
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
９
日
以
降
、
調
査
員
が

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ

た
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目
的

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

【
対
象
】
出
版
・
印
刷
、
食

料
品
、
繊
維
、
家
具
、
化
学
、

金
属
、
機
械
な
ど
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所

　

問
い
合
わ
せ
は
、統
計
係
へ
。

�
　

訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
限
度
額
の
一
部
を
、
短
期
入

所
サ
ー
ビ
ス
に
振
り
替
え
て
利

介
護
保
険
の
短
期
入
所
サ

ー
ビ
ス
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

振
替
利
用
の
一
部
変
更

（　

年
１
月
分
か
ら
）

１３

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
振
り
替
え
ら
れ

る
日
数
の
計
算
方
法
な
ど
が
、

１
月
分
か
ら
左
図
の
と
お
り
変

わ
り
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険

課
給
付
係
へ
。

く
り
調
査
に
お
け
る
一
二
町
丁

目
な
ど
【
利
用
住
宅
】
和
田
住

宅
（
和
田
３
―　

―　

）
、
馬

４１

２７

橋
住
宅
（
阿
佐
谷
北
５
―
８
―

　

）
【
月
額
家
賃
】
２
Ｄ
Ｋ
＝

１６五
万
円
、
３
Ｄ
Ｋ
＝
七
万
円

（
別
途
共
益
費
＝
月
額
二
四
〇

〇
円
）
【
申
込
期
間
】
毎
月
一

日
〜
一
〇
日
ま
で
の
平
日

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
住
環
境
整
備
担
当

へ
。

�
　

【
対
象
】
来
春
、
高
等
学

校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
（
高
等
課
程
）
に
入
学
予
定

の
方
で
、
区
内
に
一
年
以
上
住

み
、
独
立
の
生
計
を
営
む
保
護

者
と
同
居
し
、
経
済
的
理
由
で

修
学
が
困
難
な
方
（
た
だ
し
、

他
か
ら
奨
学
金
を
受
け
る
方
を

除
く
）
【
金
額
】
▽
公
立
＝
月

額
奨
学
金
一
万
七
〇
〇
〇
円
以

内
、
入
学
準
備
金
一
〇
万
円
以

内
▽
私
立
＝
月
額
奨
学
金
二
万

九
〇
〇
〇
円
以
内
、
入
学
準
備

金
三
〇
万
円
以
内
／
い
ず
れ
も

無
利
子
【
返
還
方
法
】
卒
業
の

一
年
後
か
ら
一
〇
年
以
内
に
返

還
【
申
込
期
限
】
１
月
５
日
〜

３
月
９
日
（
区
立
中
学
の
在
校

生
は
、
学
校
を
経
由
し
て
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
資
金
貸
付

係
へ
。

※
す
で
に
高
等
学
校
な
ど
に
在

学
中
の
方
は
、
随
時
、
月
額

奨
学
金
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

��
　
　

月　

日
現
在
で
、
工
業
統

１２

３１ 杉
並
区
奨
学
生

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

９５４単位要支援
９８４単位要介護１
１０３２単位要介護２
１０７９単位要介護３
１１２６単位要介護４
１１７３単位要介護５

当該月の
訪問通所サービス
の未利用単位数

【振替換算式】 当該月の短期入所サービス
への振替可能日数
（１日未満は切り捨て）
振替上限は最大３０日
※連続した利用も３０日まで

※下線が変更部分。認定期間中
のおおむね半数を超えない利
用であること。

÷ ＝

●急に熱が出た
　休日等夜間急病診療
 テレホンセンター　@３３９１－１５９９
◆急病に限り、まず電話でご相談ください。この
テレホンセンターで、休日等夜間急病診療所
（保健医療センター２階）や急病診療医療機関
（当番制）の紹介をしたり、医師が急病の相談
に応じます。

【診療科目】内科、小児科、外科、耳鼻咽喉科
【受付時間】土曜日：午後１時～９時３０分
　　　　　　日曜・祝日・年末年始：午前９時
　　　　　　～午後９時３０分

●歯が痛いときは
　歯科休日急病診療所（杉並保健所３階）

@３３９８－５６６６
◆急病に限り、まず電話でご相談ください。
【受付時間】日曜日・祝日・年末年始：午前９時

～午後４時

●処方せんによる調剤が必要なとき　
　休日等夜間調剤薬局
 （保健医療センター　地下１階）　@３３９１－５５３９
◆休日や夜間などに処方せんを受け付けます。
【受付時間】土曜日：午後１時～１０時

日曜日・祝日・年末年始：午前９時～
午後１０時

●その他（２４時間受付）
　東京都健康情報ひまわり

@５２７２－０３０３
　東京消防庁災害救急情報センター

@３２１２－２３２３
（注）１．往診は行いません。２．いずれも受診の際は、健

康保険証・老人医療証やその他の医療証（コピー
不可）を必ず持参してください。３．平成９・１０年版
以前の「わたしの便利帳」をお持ちの方は、電話
番号が変更になっていますので、ご注意くださ
い。
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�◇「
興
銀
柏
の
宮
グ
ラ
ン
ド（
浜

田
山
）
を
公
園
に
す
る
計
画
づ

く
り
」
を
考
え
る
区
民
の
集
い

（
集
う
会
）
の
経
過

　

第
三
回
ま
で
の
経
過
に
つ
い

て
は
、
広
報
な
ど
を
通
じ
て
お

知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
四
回
は
、
前
回
の
各
グ
ル

ー
プ
お
よ
び
他
の
グ
ル
ー
プ
の

意
見
を
確
認
・
共
有
す
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
区
の
前
提
条
件

を
も
と
に
、
各
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
話
し
合
い
を
進
め
、
そ
の
結

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

「
既
存
の
自
然
環
境
を
子
ど

も
た
ち
に
残
す
」「
池
や
水
田

な
ど
水
辺
を
つ
く
る
」
な
ど
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
織
り
込
ん

だ
計
画
案
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。

◇
第
二
回
「
専
門
委
員
会
」
の

開
催

　

第
一
回
で
は
、「
集
う
会
」
の

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
計
画
案
に

つ
い
て
専
門
委
員
か
ら
助
言
を

い
た
だ
き
、
計
画
案
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

第
二
回
は
、
こ
の
案
に
つ
い

て
区
民
の
皆
さ
ん
や
専
門
委
員

（
仮
称
）杉
並
南
中
央
公
園
の

計
画
案
づ
く
り
も
い
よ
い
よ

大
詰
め
を
む
か
え
ま
す
！

　

健
康
保
険
法
・
国
民
健
康
保

険
法
お
よ
び
老
人
保
健
法
等
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、　

年
１
月

１３

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。

�▽
老
人
保
健
（
老
人
医
療
）
の

一
部
負
担
金

　

○老
 

医
療
証
で
医
療
を
受
け
た

と
き
の
一
部
負
担
金
（
自
己
負

担
額
）
が
、
原
則
医
療
費
の
一

割
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
同
じ
月
に
同
じ
医

療
機
関
に
か
か
る
場
合
、
上
限

が
あ
り
ま
す
。（
表
１
）

▽
老
人
保
健
（
老
人
医
療
）
の

高
額
医
療
費
の
新
設

　

同
一
世
帯
の
複
数
の
高
齢
者

が
入
院
し
、
同
じ
月
に
そ
れ
ぞ

れ
三
万
円
（
非
課
税
世
帯
等
は

二
万
一
〇
〇
〇
円
）
を
超
え
る

一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
と

き
、
合
わ
せ
て
三
万
七
二
〇
〇

円
（
非
課
税
世
帯
等
は
二
万
四

六
〇
〇
円
）
を
超
え
た
分
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
世
帯

に
は
、
後
日
申
請
書
を
お
送
り

し
ま
す
。

�▽
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額

　

従
来
は
、
一
般
世
帯
・
特
別

区
民
税
非
課
税
世
帯
の
二
つ
の

区
分
で
し
た
が
、
新
た
に
上
位

所
得
者
の
区
分
が
新
設
さ
れ
ま

す
。（
表
２
）

※
上
位
所
得
者
＝
国
保
加
入
世

帯
員
の
住
民
税
基
礎
控
除
後

老
人
医
療

国
民
健
康
保
険

〈表１　老人保健(老人医療）の自己負担額〉
１３年１月１日から１２月３１日まで

医療費の１割
２００床以上　上限　１カ月５０００円
２００床未満　上限　１カ月３０００円

病　院
１日５３０円
(月４日まで)外　　来

①医療費の１割　上限　１カ月３０００円
②１日８００円（月４日まで）
　診療所が①または②を選択

診療所

医療費の１割　　上限　１カ月３７，２００円
区民税非課税世帯等に属する方は１カ月２４,６００円１日１２００円入　　院

（注）１．外来薬剤一部負担金は廃止されます。
２．入院時の食事代については、表３を参照してください。

〈表２　高額療養費（国民健康保険）の自己負担額〉
１３年１月１日から１２月３１日まで

６３，６００円
（かかった医療費が３１８，０００円を超え
た場合はその超えた分の１％を加算）

６３，６００円一般

３回目まで
（基準額）

１２１，８００円
（かかった医療費が６０９，０００円を超え
た場合はその超えた分の１％を加算）

６３，６００円上位所得者

３５，４００円３５，４００円特別区民税
非課税世帯等

３７，２００円３７，２００円一般

４回目以降 ７０，８００円３７，２００円上位所得者

２４，６００円２４，６００円特別区民税
非課税世帯等

〈表３　入院時の食事代の自己負担〉
１３年１月１日から１２月３１日まで

７８０円７６０円一般

６５０円６５０円過去１年間の入院
期間が９０日まで特別区民税非

課税世帯等に
属する方

減
額

５００円５００円過去１年間の入院
期間が９１日以上

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
最

終
計
画
案
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
公
開
で
行
い
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
º
午
後

１３

２
時
〜
（
二
時
間
程
度
）【
会

場
】
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）

４７

１７

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
公
園
緑
地
課
建
設

係
へ
。

�
　

地
球
環
境
の
保
全
の
た
め
、

日
常
生
活
や
事
業
活
動
の
一
つ

一
つ
か
ら
、
環
境
に
配
慮
し
た

行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

区
は
、
区
民
一
人
ひ
と
り
が

環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
実
践

す
る
た
め
の
区
民
編
と
、
環
境

に
配
慮
し
た
製
造
・
販
売
を
心

が
け
る
事
業
者
編
か
ら
な
る
環

境
行
動
指
針
を
作
成
し
、
９
月

中
旬
か
ら
区
内
各
世
帯
、
各
事

業
所
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

環
境
家
計
簿
に
は
、
環
境
に

や
さ
し
い
生
活
を
す
る
た
め

に
、
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
が

満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
家

計
簿
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
家

庭
で
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

を
定
期
的
に
把
握
で
き
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
実
践
が
ど
れ

だ
け
家
計
の
節
約
に
結
び
つ
い

た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
始
め
の
一
歩
。
環
境

家
計
簿
を
使
っ
て
、
地
球
に
や

さ
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
実
践

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

に
、
今
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

　
【
配
布
場
所
】
区
役
所（
一
階

受
付
案
内
）
ま
た
は
各
出
張
所

　

問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
保
全

課
庶
務
係
へ
。

※
郵
送
を
希
望
す
る
方
は
、
封

環
境
家
計
簿
を

差
し
上
げ
ま
す

筒
に
一
八
〇
円
分
の
切
手
を

同
封
の
う
え
、「
環
境
家
計
簿

希
望
」
と
書
い
て
、
同
係
へ
。

�
　
　

歳
に
な
る
と
、
国
民
年
金

６０
の
強
制
加
入
期
間
は
終
了
し
ま

す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
期
間
が
不
足

し
て
い
る
方
や
、
年
金
額
を
増

や
し
た
い
方
で
満
額
に
な
っ
て

い
な
い
方
は　

歳
ま
で
加
入
す

６５

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、　

歳
ま
で
加
入
し
て

６５

も
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

た
め
に
必
要
な
期
間
が
不
足
し

て
い
る
、
昭
和　

年
４
月
１
日

３０

以
前
生
ま
れ
の
方
は
、　

歳
に

７０

な
る
ま
で
の
間
で
、
必
要
な
期

間
が
満
た
さ
れ
る
ま
で
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
年
金
資
格

係
へ
。

��
　

国
民
健
康
保
険
証
は
来
年
４

月
に
更
新
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
と
、

従
来
の
二
年
間
有
効
の
保
険
証

で
な
く
、
有
効
期
限
を
短
く
し

た
保
険
証
を
交
付
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

保
険
証
の
更
新
ま
で
あ
と
わ

ず
か
で
す
。
保
険
料
の
滞
納
が

あ
る
方
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

必
ず
国
民
健
康
保
険
課
収
納
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
係
へ
。

�
　

１
月
〜
３
月
分
の
納
付
書
を

１
月
９
日
に
発
送
し
ま
す
。

　

一
枚
目
は
１
月
分
以
降
が
す

　

歳
を
過
ぎ
て
も
国
民

６０年
金
に
加
入
で
き
ま
す

e
保
険
料
の

滞
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

e
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

べ
て
納
付
で
き
る
「
一
括
納
付

書
」、二
〜
四
枚
目
は
各
月
分
が

納
付
で
き
る
「
月
別
納
付
書
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
近
く
の

金
融
機
関
、
郵
便
局
、
区
役
所
、

出
張
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
世
帯
と
納

付
が
お
済
み
の
世
帯
に
は
、
こ

の
納
付
書
は
お
送
り
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
健
康

保
険
課
資
格
賦
課
係
へ
。

�
　

【
利
用
施
設
・
期
間
・
料
金
】

左
表
の
と
お
り
【
配
布
場
所
】

国
民
健
康
保
険
課
管
理
係
（
区

役
所
東
棟
二
階
）、
各
出
張

所
・
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
係
へ
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
に

日
帰
り
温
泉
セ
ン
タ
ー
割
引

利
用
券
を
配
布
し
て
い
ま
す

の
所
得
の
合
計
額
が
六
七
〇

万
円
を
超
え
る
世
帯

▽
支
給
要
件

　

同
じ
人
が
、
同
じ
病
院
や
診

療
所
で
支
払
っ
た
一
部
負
担
金

の
額
（
入
院
・
外
来
は
別
計
算
）

が
表
２
の
金
額
を
超
え
た
と

き
。

　

過
去
一
二
カ
月
の
間
に
高
額

療
養
費
の
支
給
を
四
回
以
上
受

け
た
と
き
、
四
回
目
か
ら
の
自

己
負
担
限
度
額
は
、
表
２
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

▽
住
所
地
特
例
の
対
象
拡
大

　

国
民
健
康
保
険
の
住
所
地
主

義
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
の
入

所
・
入
院
の
た
め
に
、
住
所
を

移
し
た
場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
対
象
を
す
べ
て

の
長
期
入
院
に
拡
大
し
ま
す
。

�▽
入
院
時
の
食
事
代
の
自
己
負

担
額

　

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
は

他
の
医
療
費
と
は
別
に
定
額

（
標
準
負
担
額
）
を
自
己
負
担

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

そ
の
額
が
一
日
に
つ
き
七
六
〇

円
か
ら
、
七
八
〇
円
に
変
更
さ

れ
ま
す
。（
表
３
）

　

特
別
区
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
入
院
時
食
事
療
養
費
の
減

額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
に
つ

い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者
＝
国
民
健
康
保

険
課
／
老
人
保
健
該
当
者
＝
計

画
推
進
課
高
齢
者
医
療
係
／
他

の
健
康
保
険
加
入
者
＝
各
健
康

国
民
健
康
保
険
・

老
人
医
療
共
通

保
険
の
保
険
者
へ
。

�
　

○福
 

、
○障
 

、
○親
 

の
医
療
費
自
己

負
担
額
と
入
院
時
の
食
事
代

は
、
老
人
保
健
法
に
準
じ
て
変

更
さ
れ
ま
す
。（
表
１
・
３
）

　

○障
 

、
○親
 

の
非
課
税
世
帯
に
つ

い
て
は
、
入
院
時
の
食
事
代
の

み
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

○乳
 

に
つ
い
て
は
、
食
事
代
の

み
の
変
更
で
一
日
に
つ
き
七
八

〇
円
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
○福
 

＝
計
画

推
進
課
高
齢
者
医
療
係
／
○障
 

＝

障
害
者
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

／
○親
 

○乳
 

＝
児
童
課
児
童
福
祉
係

へ
。 医

療
費
助
成
制
度

○福
 

、
○障
 

、
○親
 

、
○乳
 

医
療
証
受
給
者

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1
月
1
日

健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険
法法法法法法法法法法法法法
等等等等等等等等等等等等等
ががががががががががががが
一一一一一一一一一一一一一
部部部部部部部部部部部部部
改改改改改改改改改改改改改
正正正正正正正正正正正正正
さ
れ
ま
す

問い合わせ主な内容日　　時審議会名

審
議
会
の
お
知
ら
せ

教育委員会
事務局特命
事項担当

家庭・社会・
地域の教育に
ついて

１月１６日∏

午後６時３０分
～８時３０分

第１１回杉並
の教育を考
える懇談会

選挙管理委
員会事務局

・２月の日程
について等
・在外選挙人
名簿への登録
について等

９日∏

１６日∏

午前１０時～
選挙管理委
員会定例会

※日時は変更する場合があります。

〈割引利用できる温泉センターと利用料金〉

割引後料金開設期間施設名・場所

大人＝４００円
小人＝２００円

１月３１日まで数馬の湯
 （檜原村）

１月１０日～
 ３月３１日まで

もえぎの湯
 （奥多摩町）

（注）１.大人は中学生以上、小人は小学生です。未就
学児は無料です。２.月曜日定休（祭日の場合は
翌日）。数馬の湯は、他に１２月１２日・２５日～３０日
も休館となります。

�

　

月　

日

１２

１１

付
広
報
１

面
表
２
（
自
動
交
付
機
の
設
置

施
設
一
覧
）
中
▽
上
井
草
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
交
付
し
な
い

日
は
、
第
三
木
曜
日
（
第
三
木

曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）・

　

／　

〜
１
／
４
▽
杉
並
会
館

１２

２８

の
交
付
し
な
い
日（
年
末
年
始
）

は　

／　

〜
１
／
４
、
の
誤
り

１２

２８

で
し
た
。

訂
正
と
お
わ
び
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★
東
京
二
十
三
区

　

清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会

　

【
日
時
】　

月　

日
∏
午
後

１２

２６

２
時
〜（
１
時
傍
聴
受
付
予
定
）

【
会
場
】
東
京
区
政
会
館
（
千

代
田
区
九
段
１
―
１
―
４
）【
問

合
せ
】
同
議
会
事
務
局
@
５
２

１
０
‐
９
７
３
０

★
赤
十
字
家
庭
看
護
法
・

　

幼
児
安
全
法
講
習
会

　

【
日
時
・
会
場
・
内
容
】
下

表
の
と
お
り
【
対
象
】
全
日
程

出
席
で
き
る
満　

歳
以
上
の
健

１５

康
な
方
（
遅
刻
・
早
退
・
子
ど

も
の
同
伴
は
不
可
）【
定
員
】
二

五
名
【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇
円

（
教
本
代
、
保
険
料
な
ど
）【
認

定
証
】
養
成
講
習
会
を
全
日
程

受
講
し
、
検
定
（
希
望
者
）
合

格
者
に
交
付
【
申
込
み
】
往
復

ハ
ガ
キ
（
４
面
ハ
ガ
キ
記
入
例

参
照
）
に
生
年
月
日
・
職
業
・

希
望
す
る
コ
ー
ス
名
も
書
い

て
、
各
締
切
日
（
必
着
）
ま
で

に
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部

（
〒　

‐
８
５
４
０
新
宿
区
大

１６９

久
保
１
―
２
―　

）
へ
。
申
し

１５

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
講

習
日
前
日
ま
で
受
付
（
電
話
も

可
）【
問
合
せ
】
同
支
部
@
５
２

７
３
‐
６
７
４
６

　

冬
が
や
っ
て
来
た
。
善
福
寺
川
緑
地
公

園
の
桜
の
木
も
、
も
う
す
っ
か
り
葉
を
落

と
し
、
木
の 
梢 
の 
隙
間 
か
ら
青
空
が 
覗 
い

こ
ず
え 

す
き
ま 

の
ぞ

て
見
え
る
。
冬
景
色
と
い
う
と
寂
し
い
と

思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
力
強
く

清
々
し
い
。
葉
を
落
と
し
た
木
々
達
は
、

梢
の
先
端
ま
で 
露 
に
し
て
い
る
。
そ
の
枝

あ
ら
わ

振
り
は
、
一
本
一
本
の
個
性
と
生
き
様
を

表
し
て
い
る
。
今
は
も
う
風
に
踊
ら
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
、
す
っ
く
と
天
を
仰
い
で

い
る
そ
の
木
々
の
姿
に
、
今
年
出
会
っ
た

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
の
姿
を

思
い
出
し
た
。

　

私
は
、
今
年
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
仲
間
と
ピ
ア
ノ
演
奏
家
で「
ス
イ
ミ
ー
」

と
い
う
朗
読
の
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
。

そ
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院
、
小
学

校
、
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
で
朗
読
の
会
を
開

い
た
。
高
井
戸
に
あ
る
「
浴
風
会
」
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
第
二
南
陽
園
」
へ

も
二
度
訪
ね
た
（　

月　

日
に
三
度
目
の

１２

２３

訪
問
予
定
）。

　

こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
年
寄
り
達

は
、
ま
さ
に
激
動
の　

世
紀
を
生
き
て
こ

２０

ら
れ
た
方
達
だ
。
花
開
く
青
春
の
項
、
戦

争
と
い
う
突
風
に
花
び
ら
を 
煽 
ら
れ
て
し

あ
お

ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
夏
に
は
、
日
本
の
高

度
成
長
時
代
の
中
心
と
な
っ
て
青
々
し
た

葉
っ
ぱ
を
繁
ら
せ
た
。
ま
た
、
秋
に
は
見

事
な
紅
葉
で
浮
き
世
の
川
面
を
彩
っ
た
。

そ
し
て
今
は
も
う
、
身
に 
纏 
っ
て
い
た
葉

ま
と

っ
ぱ
を
す
べ
て
脱
ぎ
捨
て
て
、
そ
の
姿
、

表
情
に
、
人
生
の
年
輪
を
刻
み
、
あ
り
の

ま
ま
、
時
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
か
の
よ

う
だ
。

　

朗
読
は
、
舞
台
の
セ
ッ
ト
も
、
振
り
付

け
も
な
い
。
同
じ
時
代
を
生
き
た
と
し
て

も
、
子
供
の
頃
の
夢
、
初
恋
の
人
、
出
会

い
や
別
れ
、
思
い
浮

か
べ
る
情
景
は
、
一

人
一
人
違
う
は
ず
だ

か
ら
、
挿
絵
さ
え
も

お
見
せ
し
な
い
。
物

語
と
音
楽
の
世
界

に
、
泣
い
た
り
笑
っ

た
り
、
愛
し
愛
さ
れ

た
日
を
思
い
起
こ
し
て
、
心
を 
癒 
や
し
て

い

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

レ
オ
・
バ
ス
カ
ー
リ
ア
の
「
葉
っ
ぱ
の

フ
レ
デ
ィ
」
を
朗
読
し
た
時
も
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
を
振
り
返
る
よ
う
に
静
か
に
う
な

ず
き
な
が
ら
聴
い
て
下
さ
っ
た
。
涙
を
浮

か
べ
て
い
る
方
も
い
た
。
多
く
の
方
が
、

手
を
握
っ
て
「
あ
り
が
と
う
ね
」
と
言
っ

て
喜
ん
で
下
さ
っ
た
。
で
も
、
こ
う
し
て

お
年
寄
り
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
フ
レ
デ

ィ
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
生
き
る
こ
と
の

大
切
さ
、
い
の
ち
の
尊
さ
」
を
教
え
ら
れ

た
の
は
、
む
し
ろ
訪
問
し
た
私
た
ち
だ
っ

た
気
が
す
る
。

　

も
う
す
ぐ　

世
紀
。
枯
れ
葉
は
、
優
し

２１

く
大
地
を 
被 
い
、
木
立
は
、
新
し
い
い
の

お
お

ち
の
誕
生
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　

冬
景
色
は
、 
逞 
し
く
、
清
々
し
い
。

た
く
ま

〈赤十字家庭看護法・幼児安全法講習会〉

内　　容締切日日　　時コース

高齢者のお世話
・寝たきりにならないために
・痴ほう性老人の理解など
病人の介護
・ 排泄 、食事、体のふき方、

は い せ つ

洗髪、体の移動など

１月９日
１月１５～１７日
午前９時～午後５時

Ｋ１
介
助
員
養
成

　　１７日
　　２３～２５日
午前９時～午後５時

Ｋ２

　　１７日
　　２３・２４・２６日
午前９時～午後５時

Ｋ６

・子どもを事故から守る
・事故にあったり急病になっ
たときの応急手当

　　１９日
　　２６・２９・３０日
午前１０時～午後４時

Ｋ３

支
援
員
養
成

体の移動・衣服の交換・車い
すへの移乗など

　　１６日
　　２２日
午前１０時～午後４時

Ｋ４

一
般 子どもに起こりやすい事故の

予防と手当

　　２２日
　　２８日
午後１時～４時

Ｋ５

　　１２日
　　１９日
午後１時～４時

Ｋ７

※会場は、Ｋ１～５＝日本赤十字社東京都支部（新宿区大久保１‐２‐１５）、Ｋ
６・７＝武蔵野赤十字病院（武蔵野市境南町１‐２６‐１）。

e区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇パドルテニス
　【日時】２月１１日∂午前９時～午後５時【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）
【対象】区内在住・在勤・在学の方【種目】一般男子・女子ともにダブルス【定
員】１００名【参加費】無料（別途保険料２０円必要）【申込み】往復ハガキ（４面ハ
ガキ記入例参照）で１月２０日（必着）までに区パドルテニス協会・秋元修（〒１６６
‐００１１梅里２‐７‐３）へ【問合せ】同協会・秋元@３３１１‐７９３１
e第２回スリーダブルス大会（卓球）
　【日時】２月１１日∂午前９時～（区後援）【会場】高円寺体育館（高円寺南２‐
２６‐３１）【種目】男女別３ダブルス（３～４名）団体戦【対象】区内在住・在勤・
在学の方および区内のクラブに所属し、東京卓球連盟に加盟している方【参加費】
１チーム３５００円【申込み】参加種目・住所・氏名・年齢・性別・電話番号を明記
し、１月３１日（必着）までに、①定額小為替、切手または現金書留で区卓球連盟
事務局（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐７‐１㈱タマス）へ郵送②㈱タマスへ直接申込
み③連盟役員に依頼【問合せ】同連盟・大沼@３３１４‐６６２４（午前９時～午後５時）

e五竜とおみスキー教室
　【日時】２月２２日∫夜出発～２５日∂夜解散（車中１泊宿２泊）往復貸切バス
（区後援）【会場】長野県五竜とおみスキー場【対象】区内在住・在勤・在学およ
びスキー連盟会員の方で全くの初心者から上級者まで【定員】４１名（先着順）【参
加費】４万３０００円【申込み・問合せ】電話またはファクスで、区スキー連盟・保
田@・I３３３１‐１３６９へ。ファクスの場合は、教室名・住所・氏名・生年月日・電
話番号を明記のこと【備考】級別テストも行います（希望者のみ）
e身体障害者水泳教室　○す 教室番号１１９９
　【日時】２月３日～３月２４日の毎週土曜日午前９時～１１時（計８回）【会場】高
井戸温水プール【対象】区内在住･在勤･在学･通所で身体に障害のある方【定員】
４０名【参加費】無料【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）に障害の程
度も書いて、１月１３日（必着）までに高井戸温水プール（〒１６８‐００７２高井戸東３
‐７‐５）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同温水プール@３３３１‐８６５２
e太極拳　○す 教室番号１１９５
　【日時】２月１日～３月８日の毎週木曜日午後３時～５時（計６回）【会場】荻
窪体育館【対象】区内在住･在勤･在学で初心者の方【定員】５０名【参加費】１０００
円【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）で１月７日（必着）までに荻
窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３‐４７‐２）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合
せ】同体育館@３２２０‐３３８１【備考】託児（３歳～未就学児）あり

eフィットネスセミナー　肩こり腰痛予防コース
　運動不足による肩こり・腰痛を予防するために家庭でできるストレッチ・体操
を指導します。
　【日時】１月２４日π午前９時～１１時【会場】上井草スポーツセンター・トレー
ニングルーム【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】２０名【参加費】無料
（入場料として４００円必要）【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）で１
月１０日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）
へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センター@３３９０‐５７０７【その他】
セミナー開催中は一般利用できません
eフィットネスセミナー　気軽にフィットネス～体を引き締めたいあなたへ～
　【日時】１月１１日∫午前９時～１１時【会場】上井草スポーツセンター・トレー
ニングルーム（上井草３‐３４‐１）【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】３０
名【参加費】無料（入場料として４００円必要）【申込み・問合せ】電話で上井草ス
ポーツセンター@３３９０‐５７０７へ。定員になり次第締め切り【その他】セミナー開
催中は一般利用できません
eスポーツ指導者養成講習会
　区民スポーツ教室などの指導者および指導者を目指す人を対象にした講習会で
す。スポーツリーダーにとって必要な知識の習得を行います。
　【日時】２月８日～３月８日の毎週木曜日午後７時～９時【会場】荻窪体育館
（荻窪３‐４７‐２）【内容】下表のとおり【対象】区内在住･在勤･在学でスポーツ
教室などの指導者または指導者を目指している方【定員】４０名【参加費】１０００円
【申込み】往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）に指導している種目も書いて、
１月１２日（必着）までにú杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐１４
‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８Ｆ）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】ú杉
並区スポーツ振興財団@３３１２‐２１１１（区代表）

スポーツ�

〈スポーツ指導者養成講習会内容〉
講師講習内容日付

川島　明美「開講式」
ウォーミングアップを通じたコミュニケーション２月８日

山木　健司スポーツの主人公を育てるスポーツ教室　　１５日
指導計画の立て方　　２２日

粕谷　泰右スポーツ教室で起こりうるケガと対処法３月１日

佐々木　義雄２１世紀に求められるスポーツ指導者像
「閉講式」　　８日

※いずれも木曜日の午後７時～９時。

※『すぽーつ・ねっと』は自動音声応答により杉並区の体育施設予約などのサービスが利用で
きる電話受付システムです。締め切りは、ハガキの締切日の午後１１時までです。
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�
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�
�
�
�
�

スポーツ教室○す …すぽーつねっと@５３０５‐６２１３で申し込みできます　

競技大会　

上井草スポーツセンター・温水プール休場のお知らせ

期間＝１月５日ª～７日∂　休場理由＝換水清掃・床補修のため
問合せ＝ú杉並区スポーツ振興財団@３３１２‐２１１１（区代表）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
杉
並
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
、
ま
ち
の
風
景
な
ど
を

テ
ー
マ
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
毎
月　

日
号
に
掲
載
）。

２１

冬
景
色

長
谷
川
直
子（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）…
②
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駐
車
箇
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を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

 

高
円
寺
駅
、
高
井
戸
駅
お
よ
び
西
永
福
駅
周
辺
の
自
転
車
置
場

広報�

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５０万５８４５人（　１８減）
　男　／２４万５３２２人（　２３減）
　女　／２６万　５２３人（　５増）
世帯／２６万５８０３　（　４７増）

外
国
人
登
録

人口／１万　５６５人（　７増）
　男　／　　５２８３人（　８増）
　女　／　　５２８２人（　１減）
世帯／　　８４１８　（　１０減）

１２年１２月 １日現在、（　）は前月比
総人口／５１万６４１０人（１１減）

◆１月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）

@３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）

@３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

@３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

@３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）

@３３９１‐００１５
１１・２５日

午前９時～１０時３０分
１６・３０日

午前９時～１０時３０分
１０・２４日

午前９時～１０時３０分
９・２２日

午前９時～１０時３０分
１２・２６日

午前９時～１０時３０分
無料健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１５日
午後１時１５分～２時

２４日
午前９時３０分～１０時

１１日
（高円寺南５丁目会館）
午後１時３０分～３時

１９日
午後１時３０分～２時

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

９・１６・２３・３０日５・１２・１５・２２日１１・１８・２５・３１日母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（高井戸保健センターの２５日・高円寺保健センターの１５日は午後１時～）

３０日２０・２７※／２２日３１日パパ・ママ学級
(事前申込制) 午後１時３０分～４時（高円寺保健センターの２０日は杉並保健所・午前１０時～午後１時、２７日は午後１時～３時３０分）

１８日午後１時３０分
　　　　　～３時３０分

１８日
午後１時１５分～２時

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

１５日午後１時１５分～２時３０分
３０日午前９時～１０時３０分　

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

１７・２４日
午前９時～１０時３０分

１５・２９日
午前９時～１０時３０分

１２・２６日
午前９時～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
初診に限ります

１５日
午後１時１５分～３時

１８日
午後１時１５分～３時

１５日
午前９時～１０時３０分

２３日
午後１時１５分～３時

歯科総合相談日（無料）
…電話予約

１３日º午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会(阿佐谷南３‐３４‐３)　問い合わせは@３３９３‐０３９１歯の健康相談（無料）
１１日午後１時３０分～１１日午後１時３０分～２６日午後１時３０分～１１日午後１時３０分～痴呆相談（無料）…電話予約

１８日
午後１時３０分～

２２日
午前９時～

５・１９日
午後１時３０分～

１０日午後１時３０分～
２３日午前９時３０分～

１８・２４日
午後１時３０分～精神保健相談（無料）…電話予約

※診断書発行業務は保健予防課（予約専用@３３９１‐００３７）へ。※高円寺保健センターでは１２日ª午後１時３０分～酒害相談（無料）も行います（電話で予約を）。
※２０日・２７日のパパ・ママ学級は、往復ハガキ（４面ハガキ記入例参照）に出産予定日も書いて、１月４日までに同センターへ（２日間とも参加できる方)。
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○通勤は、バスや電車を利用しましょう。
○できるかぎりマイカーの利用は控えま
しょう。
○迷惑駐車はやめましょう。

　問い合わせは、各警察署（杉並@3314‐
0110／高井戸@3332‐0110／荻窪 @3397
‐0110）または区計画調整課へ。

〈申し込みに必要なものおよび登録手数料〉

登録手数料必要書類（写しでも可）対　　象

４０００円

○通勤・通学先の確認ができるもの
（社員証、在勤証明書、定期券、学生
証など）
※１３年４月から入学・就職予定の場合
は入学許可証、内定通知、あるいは
現在もっている学生証

全　員

手数料の減額・免除を申請する方は、上記のほかに次の書類が必要です。

登録手数料必要書類（写しでも可）対　　象

【減額後の金額】
２０００円

〇生年月日の確認ができるもの
（保険証、免許証、住民票など）

１３年４月１日現在、
小・中学生または６５
歳以上の方

免　除
身体障害者手帳、保健福祉手帳、
愛の手帳、難病指定医療券など

身体障害者手帳など
をお持ちの方

〈登録制実施駅〉

駅　　　名路線名

上井草（南側）西武新宿線

高円寺ＪＲ中央線

西永福
高井戸
浜田山（南側）
富士見ケ丘

京　　王
井の頭線

代田橋・八幡山京王線

〈有料制自転車駐車場の新しい使用料額〉

学生・６５歳以上一般
駐車場名

６カ月３カ月１カ月６カ月３カ月１カ月

８４００円５１００円１８００円９６００円５７００円２０００円
西荻窪東
浜田山北第二
下井草南

６４００円３９００円１４００円７６００円４５００円１６００円下井草北第一

※平均２０％減額になっています。

〈西永福駅周辺の自転車置場のブロック別指定案内図〉 

〈高井戸駅周辺の自転車置場のブロック別指定案内図〉 

〈高円寺駅周辺の自転車置場のブロック別指定案内図〉 
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パ
チ
ン
コ
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銀
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氷
川
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氷
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氷
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高円寺中央公園�

銀行�

交番�交番�

JR中央線�

Aブロック�
高円寺北�
自転車置場�

Cブロック�
南口ロータリー�
周辺の指定箇所�

Bブロック�
北口ロータリー周辺、�
JR高架下の指定箇所�

Dブロック�
高円寺中央公園周辺、�
JR高架下（東側）の指定箇所�

◇
利
用
期
間

　
　

年
４
月
１
日
〜　

年
３
月

１３

１４

　

日
（
一
年
間
）

３１◇
対
象

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
方
�
区
内
ま
た
は
隣
接
す
る

区
や
市
に
住
居
ま
た
は
通
勤
・

通
学
先
が
あ
る
方
�
通
勤
・
通

学
の
た
め
駅
ま
で
の
往
復
に
自

転
車
を
利
用
す
る
方
（
買
物
な

ど
で
の
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
）

�
住
居
ま
た
は
通
勤
・
通
学
先

が
駅
か
ら
区
で
定
め
た
距
離

（
駅
ご
と
に
異
な
り
、
申
請
書

裏
面
に
赤
い
円
で
表
示
）
を
超

え
て
い
る
方

◇
申
込
方
法

　

自
転
車
対
策
係
（
区
役
所
西

棟
四
階
）
、
出
張
所
、
実
施
駅

（
左
下
表
）
の
広
報
ス
タ
ン
ド

な
ど
に
置
い
て
あ
る
申
請
書

（
１
月
６
日
か
ら
配
付
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
証
明
書
類

の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
１
月　

日
２５

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
自
転
車

対
策
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
（
午
後
５
時
ま

で
）
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

な
お
、
申
請
で
き
る
の
は
、

一
人
に
つ
き
一
駅
（
一
台
）
の

み
で
す
。
重
複
し
て
利
用
申
請

が
あ
っ
た
場
合
は
、
承
認
を
取

り
消
し
ま
す
。

�
　

有
料
制
自
転
車
駐
車
場
（
四

所
）
の
定
期
使
用
料
を
減
額
す

る
予
定
で
す
。

　
【
時
期
】　

年
４
月
以
後
を
始

１３

期
と
す
る
定
期
か
ら
適
用

【
該
当
駐
車
場
】
西
荻
窪
東
自

転
車
駐
車
場
、
浜
田
山
北
第
二

◇
有
料
制
自
転
車
駐
車
場（
四
所
）

 

定
期
使
用
料
の
減
額
改
定

自
転
車
駐
車
場
、
下
井
草
南
自

転
車
駐
車
場
、
下
井
草
北
第
一

自
転
車
駐
車
場

　

問
い
合
わ
せ
は
、
自
転
車
対

策
係
へ
。

　

駅
前
近
く
の
置
場
は
、
自
転

車
が
集
中
し
て
大
変
混
雑
し
て

お
り
、
登
録
自
転
車
が
置
場
以

外
の
場
所
に
放
置
さ
れ
る
状
況

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
置
場
の
混
雑
緩
和

と
適
正
な
利
用
を
図
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
高
円
寺
駅
、
井
の
頭
線
高

井
戸
駅
お
よ
び
西
永
福
駅
で

は
、
置
場
を
指
定
し
て
い
ま

す
。

　

駐
車
箇
所
は
左
図
の
各
ブ
ロ

ッ
ク
に
区
分
し
ま
す
の
で
、
自

転
車
置
場
登
録
申
請
の
際
に
は

駐
車
箇
所
を
確
認
の
う
え
、
必

ず
希
望
順
位
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
募
集
定
数

を
越
え
た
場
合
は
、
公
開
抽
選

（
２
月
７
日
）
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
な
お
、
申
し
込
ま
れ
た

方
の
出
席
は
特
に
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

１２月１１日∑～１月３日π

平成１３年度

【受付期間】１月９日∏～１月２５日∫

区では、放置防止対策として、駅から住居または通勤・通学先までの距離が遠い方のために駅の周辺に登録制自転車
置場を設置し、ご利用いただいています。自転車置場の新規（４月から入学・就職予定の方も含む）・継続利用登録を
希望する方は申請してください。 　　問い合わせは、自転車対策係へ。

継続利用の方も申請をお忘れなく�杉並区自転車置場の利用登録申請受付�杉並区自転車置場の利用登録申請受付�杉並区自転車置場の利用登録申請受付�


